
1921（大正10）年
宮内省帝室林野管理局 林業試験場として設立

　

1947（昭和22）年
林政統一により農林水産省に移管

　

1988（昭和63）年
森林総合研究所 多摩森林科学園と改称

　

1992（平成4）年
一般公開のスタート

2001（平成13）年
独立行政法人 森林総合研究所 多摩森林科学園に移行

2017（平成29年）
国立研究開発法人 森林研究・整備機構 

森林総合研究所 多摩森林科学園に改称

多摩森林科学園
特集◉森林を研究し、学ぶための場所

100
発足から100周年を迎えた多摩森林科学園。
明治の森高尾国定公園の東端、自然と都市の境界に
位置する立地から、長年にわたり森と人との関わりをみつめ、
研究をつづけてきました。森林の変化、生態系調査、
日本屈指のサクラの遺伝資源の保存など、そのユニークな
研究や、樹木園・サクラ保存林を広く一般公開し、
普及啓発に大きな役割を果たしています。
そんな多摩森林科学園についてご紹介しましょう。

周年記念

★

東京の高尾山の
ふもとにある！

ニホンジカ

林業機械模型（プロセッサ）林業試験場時代の絵はがき
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松
しょう

根
こん

油
ゆ

松の伐根を乾留して抽出したテレピン油を主

体とする油。抽出効率がよくないうえ、航空

用燃料とするためにはさらなる精製が必要な

ことから、実用化にはいたらなかった。

■   

多
摩
森
林
科
学
園
の
こ
れ
ま
で

　

多
摩
森
林
科
学
園
は
、
２
０
２
１
年
２
月
で

発
足
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
２
１（
大
正
10
）年
２
月
に
宮
内
省
が
管
轄
す

る
帝
室
林
野
管
理
局
林
業
試
験
場
と
し
て
発
足
。

戦
前
は
、「
御
料
林（
皇
室
が
所
有
す
る
森
林
）」の
経
営

に
関
わ
る
試
験・研
究
を
行
う
研
究
機
関
で
し
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
時
に
は
、
航
空
用
燃
料

の
原
料
と
す
る
た
め
の
松
根
油
の
研
究
な
ど
も

行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
戦
争
末
期
の
１
９
４
５

（
昭
和
20
）年
８
月
１
日
、
八
王
子
大
空
襲
に
よ
っ

て
庁
舎
や
実
験
室
の
大
部
分
を
消
失
し
ま
す
。

　

戦
後
は
、「
林
政
統
一
」に
よ
っ
て
、
現
在
の
農

林
水
産
省
管
轄
の
林
業
試
験
場
に
移
管
さ
れ
ま

す
。「
林
政
統
一
」と
は
、
そ
れ
ま
で
農
商
務
省
山

林
局
、
宮
内
省
帝
室
林
野
局
、
内
務
省
北
海
道

庁
と
そ
れ
ぞ
れ
に
所
管
し
て
い
た
森
林
を「
国
有

林
」と
し
て
農
林
省
林
野
庁
の
管
轄
下
に
統
一
し

た
行
政
改
革
で
す
。
こ
う
し
て
、
森
林
の
生
態

や
機
能
、
生
態
系
や
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
の

基
礎
研
究
を
担
う
国
の
研
究
機
関
と
し
て
の
新

た
な
歩
み
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
浅
川
支
場
」「
浅
川
実
験
林
」と
名

称
は
変
わ
り
つ
つ
も
地
道
に
研
究
を
続
け
、

１
９
８
８（
昭
和
63
）年
に
は
、 

林
業
試
験
場
の
森

林
総
合
研
究
所
へ
の
改
編
に
伴
い
、
そ
の
支
所

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
現
在
の
名
称
で
あ
る「
多
摩

森
林
科
学
園
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

森の科学館

第1樹木園

高尾駅

庁舎

第2樹木園
試験林（非公開）

サクラ保存林

サクラの種をはこぶ
花咲かクマさんと
よばれてるよ！

ツキノワグマ

写真はGoogle マップを使用／境界は「多摩森林科学園100周年記念史」より概略を示しています。

多摩森林科学園
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■   

研
究
成
果
を
伝
え
る
場
と
し
て　

　

多
摩
森
林
科
学
園
で
は
い
ま
、
お
も
に
都
市

近
郊
林
が
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
の
管
理
・
利
用
技
術
の
開
発
や
、
動
植
物

の
多
様
性
保
全
・
森
林
生
態
系
が
果
た
す
役
割
、

森
林
環
境
教
育
に
関
す
る
研
究
、
サ
ク
ラ
の
遺

伝
資
源
に
関
す
る
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
２（
平
成
４
）年
に
は
、
そ
れ
ま
で
蓄
積

し
つ
づ
け
て
き
た
研
究
成
果
を
基
に
、
広
く
国

民
の
み
な
さ
ん
に
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に「
森
の
科
学
館
」を
オ
ー
プ
ン
し
、
サ
ク
ラ
保

存
林
、
樹
木
園
と
併
せ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
森
の
科
学
館
」で
は
、
研
究
成
果
の
パ
ネ
ル

展
示
や
、
生
物
標
本
の
常
設
展
示
、
林
業
や「
木

育
」な
ど
の
環
境
教
育
に
つ
い
て
の
展
示
な
ど
に

よ
っ
て
、
普
及
・
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
園
内
の
樹
木
園
・
試
験
林
・
サ
ク
ラ
保
存

林
な
ど
を
活
用
し
て
、
研
究
資
料
の
提
供
や
研け

ん

鑽さ
ん

の
場
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

来
園
目
的
の
い
ち
ば
ん
人
気
は
、
や
は
り
サ

ク
ラ
保
存
林
で
の
お
花
見
で
す
が
、
研
究
者
に

よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
「
森
林
講
座
」
の
開
催
や
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
実
施
、
樹
木
園
内
の
「
森
の

ポ
ス
ト
」
の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

毎
年
、
年
間
４
万
人
ほ
ど
の
一
般
来
園
者
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

一般公開のようす

サクラの季節は、たく

さんの人でにぎわう。

森の科学館

森林に関わる研究成果を広く国民のみなさんに知っていただくた

めの施設。研究成果のパネルや映像、生物標本や林業、木育の資

料などが展示されている。実際に手でふれることのできる展示や、

森林講座も開催されていたが、　2020年の新型コロナウイルス感

染症の感染拡大防止のために、休止を余儀なくされている。

ニホンジカの頭骨

イノシシの頭骨

子どもたちにも
人気だよ！

10Forestry & Forest Products Research Institute   No.52  2021 



■   

試
験
・
研
究
の
た
め
の
森
林
の
特
徴

　

園
内
の
森
林
は
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
直
轄

地
で
あ
り
、
明
治
以
降
に
は
御
料
林
と
し
て
公

的
に
管
理
・
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
薪
炭
林

な
ど
の
生
活
用
材
と
し
て
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
こ
の
た
め
、
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
薪

炭
と
し
て
利
用
さ
れ
る
樹
種
か
ら
な
る
雑
木
林

は
少
な
く
、
こ
の
地
方
に
潜
在
的
に
生
育
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
極
相
種
の
モ
ミ
や
ス
ダ
ジ

イ
な
ど
の
常
緑
樹
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
っ
た

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
近
郊
の
落
葉
広
葉
樹
二
次
林
は
、
古
く

は
い
わ
ゆ
る
里
山
林
と
し
て
薪
炭
生
産
や
農
業

利
用
の
た
め
に
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
最
近
で
は
そ
の
目
的
を
失
い
、
放
置
さ
れ
る

里
山
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
里
山
に
代
表
さ

れ
る
都
市
近
郊
林
を
健
全
に
保
全
し
て
い
く
た

め
に
は
、
森
林
の
分
布
や
植
物
の
多
様
性
を
明

ら
か
に
し
、
長
期
間
に
わ
た
る
、
管
理
法
の
違

い
な
ど
に
よ
る
植
生
変
化
に
つ
い
て
の
研
究
が

必
要
で
す
。

　

都
市
に
近
接
す
る
森
林
は
、
人
間
生
活
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
奥
山
と
は
異
な
る
独
特
の
生

物
相
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
植
生
の
変
化
の

み
な
ら
ず
、
都
市
域
に
残
さ
れ
た
森
林
が
も
つ

生
物
保
全
の
場
と
し
て
の
機
能
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
昆
虫
や
哺
乳
類
の
種
類
や
生
息
域

が
、
生
息
環
境
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
調
査

を
続
け
て
い
ま
す
。

サクラ‘関山’の花の標本

サトザクラの栽培品種。花が紅色で大輪、八

重咲き。開花時の若葉は紫褐色で、木全体が

赤くみえる。荒川堤から全国の公園に広がっ

た。八重桜の代表的な品種。

木の枝ぶりと根の模型

木の全体像を知ることはなかなか

できないが、根域を調査した研究

から、このような根の張り方をし

ていることがわかった。左はヒノ

キ、右はケヤキ。

樹木調査のための道具

森林の研究は、１本１本の木の直径や、高さ、生育

の状況などを測る地道な調査からはじまる。100年

の歴史をもつ多摩森林科学園では、数十年前に行わ

れた貴重な調査との比較から、長期間にわたる森林

の生態や状況を知ることができる。写真は左から、

木の直径を測るための専用の巻き尺、方位角・高低

角を計測する旧式コンパス、木の高さを測る測高器。

 特集◉

 多摩森林科学園
100周年記念

林業機械模型（フォワーダ）

スダジイ

林業機械模型（ハーベスタ）

建築に木材が
どう使われているか
学べます。
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■   

サ
ク
ラ
保
存
林
の
重
要
性

　

多
摩
森
林
科
学
園
の
サ
ク
ラ
保
存
林
は
、
各

地
の
著
名
な
サ
ク
ラ
の
遺
伝
子
を
保
存
す
る
た

め
に
１
９
６
６（
昭
和
41
）年
度
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
に
江
戸
時
代

か
ら
伝
わ
る
栽
培
品
種
や
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
た
サ
ク
ラ
の
ク
ロ
ー
ン
な
ど
、
全
国

各
地
か
ら
収
集
し
た
サ
ク
ラ
約
１
８
０
０
本
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
収
集
と
同
時

に
、
分
類
の
見
直
し
、
管
理
方
法
、
開
花
時
期

な
ど
生
物
季
節
の
研
究
も
進
め
て
い
ま
す（
▼
P. 

14
〜
15「
研
究
の
森
か
ら
」）。
花
の
咲
く
時
期
は
種
類

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
で
、
２
月
下
旬
か
ら
４
月

下
旬
に
か
け
て
順
番
に
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
サ
ク
ラ
の
伝
統
的

な
栽
培
品
種
は
、
異
名
同
種
や
同
名
異
種
な
ど

多
く
の
混
乱
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
形

態
調
査
や
文
献
調
査
、
遺
伝
子
分
析
な
ど
か
ら
、

正
確
な
識
別
を
行
う
手
法
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
管
理
手
法
に
よ
る

サ
ク
ラ
類
の
保
全
と
将
来
の
活
用
を
目
指
す
研

究
も
進
め
て
い
ま
す
。

■   

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
・
環
境
教
育

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
加
え
、
こ
こ
数
年
は
、

森
林
環
境
教
育
と
、
動
植
物
の
生
態
の
研
究
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た
り
腰
を
据

え
て
観
察
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

た
と
え
ば
チ
ョ
ウ
類
で
は
ほ
ぼ
10
年
以
上
、
同

サクラの保存林

サクラの栽培品種は、江戸時代にその大部分が生ま

れたと考えられているが、明治時代に東京の荒川堤

（江北村）に江戸時代から伝わるサクラが収集された

ことによって、現在に様々なサクラが伝わっている。　

多摩森林科学園のサクラ保存林は、日本でも指折り

の名木をふくむサクラのわが国有数のコレクション

で、貴重な遺伝的資源となっている。

木育のための積み木やままごとセット

生まれて初めて手にするおもちゃは、地元の木材を使って地

域の人が作ったもので、健やかに育ってほしいとの願いを込

めて、赤ちゃんへ贈られる。

さまざまな樹種でつくられた木琴

木材は、樹種によって密度やかたさなどにちがいがある。

　それぞれの樹種の木目と顕微鏡写真が展示され、密度

　　やかたさのちがいと、音程をさわってたしかめるこ

　　　とができる。

　　　年輪と世の中のできごと

　　1853年浦賀にペリーが来航したころに育ちはじめ、

　155年あまりを生きたヒノキの年輪に、世の中のでき

ごとを示してある。

いろんな木の実を
集めた引き出し
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じ
場
所
で
観
察
を
つ
づ
け
、
管
理
手
法
と
チ
ョ

ウ
の
多
様
性
の
関
係
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
来
種
の
リ
ス
や
近
年
問
題
と
な
っ
て

い
る
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の
管
理
に
関
す
る
研

究
も
行
っ
て
い
ま
す（
▼
P. 

16
〜
17「
研
究
の
森
か
ら
」）。

　

環
境
教
育
は
、
平
成
18
年
か
ら
専
門
の
研
究

者
に
よ
る
研
究
が
行
わ
れ
、
森
林
教
育
を
「
森

林
資
源
」「
ふ
れ
あ
い
」「
自
然
環
境
」「
地
域
・

文
化
」
に
整
理
し
つ
つ
体
系
化
を
図
り
、
学
校

教
育
や
市
民
活
動
の
実
践
的
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
科
学
に
お
け
る
諸
分
野
の
研
究
成
果
を

活
用
し
な
が
ら
、
学
校
な
ど
が
森
林
環
境
教
育

に
取
り
組
む
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
材

の
開
発
、
林
業
分
野
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
の
教
育
方
法
の
開
発
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

多
摩
森
林
科
学
園
は
、
こ
れ
か
ら
も
次
世
代

へ
向
け
て
、
息
の
長
い
研
究
の
継
続
と
、 

森
林

と
共
存
し
た
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冊子「森林教育って何だろう？」

森林教育について体系的な整理を行い、概念

と基礎プログラム、活動実践例などをまとめ

た冊子。森林や木にかかわる体験活動の実践

者に、森林教育をとらえる座標軸と目的に向

けての道筋を提供する。
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樹種のちがいによる木目と葉の標本

木は、樹種ごとにそれぞれ個性的な木目をもっている。葉の標本とともに展示。

サクラ保存林と樹木園で採集した

チョウの標本

サクラ保存林や林縁でみられる

チョウ類（左上）と、樹木園や付近

の森林でみられるチョウ類（右）に

はちがいがある。

昭和24年にできた旧庁舎

現在は、内部を一部改装し研究員の居

室や会議室として使われている。

シラカシ
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